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２０１１年２・３月発行 手賀沼トラスト便り 第１４１号 

-沼のほとり- 

3 月～4 月の活動予定 

○ 定例会の予定[ 連絡先 原田（０４－７１４９－６６５５）] 

① 日時・場所： ３月１５日（火） ９：００～１１：００  根戸城址集合 

    作業内容：丸井福祉会受入れ準備 

   準備するもの：軍手、帽子、飲み物など 

② 日時・場所： ３月１６日（水） ９：００～１５：３０  根戸城址集合 

    作業内容：丸井福祉会 合同作業 

   準備するもの：軍手、帽子、飲み物など 

③ 日時・場所： ４月６日（水） ８：３０～１２：００  根戸城址集合 

    作業内容：樹林地・田んぼ管理 

   準備するもの：軍手、帽子、飲み物など 

④ 日時・場所： ４月１７日（日） ８：３０～１２：００  根戸城址集合 

    作業内容：ハス田管理 

   準備するもの：軍手、帽子、飲み物など 

 

○ 農教室の予定[連絡先 浅妻（０４－７１９０－５９７５）] 

① 日時・場所： ３月１２日（土） ８：３０～１２：００  根戸城址集合 

     作業内容：開講式及び堆肥作り 

    準備するもの：筆記用具、軍手、帽子、飲み物、マスクなど 

② 日時・場所： ３月２６日（土） ８：３０～１２：００  根戸城址集合 

     作業内容：ジャガイモ植付け他 

準備するもの：筆記用具、軍手、帽子、飲み物など 

 ③ 日時・場所： ４月９日（土） ８：３０～１２：００  根戸城址集合 

     作業内容：水稲種子予措ほか 

            ２年時以上杉野ファーム 梨の摘花 

準備するもの：筆記用具、軍手、帽子、飲み物など 

 ④ 日時・場所： ４月１６日（土） ８：３０～１２：００  根戸城址集合 

     作業内容：水稲播種→灌水管理ほか 

準備するもの：筆記用具、軍手、帽子、飲み物など 

 ⑤ 日時・場所： ４月２３日（土） ８：３０～１２：００  根戸城址集合 

     作業内容：トウモロコシ播種ほか 

準備するもの：筆記用具、軍手、帽子、飲み物など 
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活動 １ 樹林地管理（落ち葉収集） 

１月１９日（水）、晴れ、参加者：１７名 

 

皆様、明けましておめでとうございます。本年

も宜しくお願いします。今年最初の定例会は、恒

例となりました堆肥作りのための落葉集めで

す。 昨夏の猛暑の影響で、今年のスギ花粉は

例年の５～６倍と言われています。 それと関係

があるのかどうかわかりませんが、今年はスギ

の枯れ枝が非常に多く落ちていて、これは腐食

しにくいため堆肥には不向きとのことで、先ずは

スギの枯れ枝を拾って一箇所に集める作業から

始めました。写真で山になっているのが、集め

たスギの枝です。 わっせ、わっせとスギの枝を

集めること約１時間、完璧にスギを取り除くこと

は出来ませんでしたので、頃合いをみながら落

葉樹の葉っぱを袋詰めにしていきます。 熊手

で小山を作って、葉っぱを袋に流し込んで行き

ます。参加者は、皆さん慣れてらっしゃるよう

で、あれよあれよと言う間に３２袋分の堆肥の元

が出来ました。 実際の堆肥作りは、３月の農教

室の開講時に新会員の方々の初仕事となりま

す。良い堆肥をたくさん作って実り多い１年にし

たいですね。 この日は、天気も良く作業中に

木々の間から見上げた空は、真っ青でした。寒

い中、参加された皆様お疲れ様でした。 

                       （原田 記）     

○ 竹教室の予定[ 連絡先 高瀬（０４－７１６９－７０７３）] 

   日時・場所： ３月１９日（土） ９：００～１２：００  根戸城址集合 

 

○ 臨時総会及び法人化設立総会の予定   

[連絡先 國方（０４－７１８４－３３８５）] 

   日時・場所： ４月１０日（日） １８：００～１９：３０  我孫子南近隣 

センター９階ホール 
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２月２日の活動報告 参加者：１８名 

 

２月２日は、ハス田の手入れをしました。ここ

のところ、寒い日が続いていましたので、１号

田んぼに氷が張っていました。 ハス田もところ

どころ凍っていて道路際には霜柱が立っていま

した。 天気は、乾燥注意報が続いていること

もあって、晴れていてまずまず。 作業は、昨

年咲いたハスの花や茎が枯れたままになって

いますので、それらを鎌で刈って集めて燃やし

てしまうことです。 作業に参加してくださった

方々は、１８名ほどですが皆さんベテランなの

で、指示もそこそこにグループに分かれて黙々

と作業に取り掛かりました。 枯れたハスを刈

る人・片付ける人・燃やす人に分担をして枯れ

枝を始末していきます。 ハス田の作業をなさ

った方でしたらお分かりでしょうが、なにせ元は

田んぼですのでモグルことモグルこと皆さん童

心に帰ったわけでもないのですが、氷をバキバ

キ・霜柱をザクザク割りながら枯ハスの刈取り

と片付けに邁進していました。 その甲斐もあ

って、休憩も取らずに通しで作業を行い１０時

半ごろには本日の作業は完了しました。 火の

後始末は、ご自宅からハス田鑑賞が出来る富

沢さんにお願いして解散。寒い中、泥だらけに

なって作業に参加された皆様、お疲れ様でし

た。  

次回２０日には肥料を散布する予定です。 

今年も、今年も、きれいな花ハスが沢山咲くと

良いですね。 

                   （原田 記） 

活動２ ハス田整備状況 
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田 畑 整 備 チームの初 活 動  

参加者：鴫谷、中井、山口、徳井、小田嶋、湯原、

桐石（敬称略） 

２月８日（土）曇天の下、元気いっぱい、やる気いっ

ぱい、若さいっぱいの７名の農武士が集まり田畑整

備チームの初活動がスタート！ 

初めに先生の日暮さんから耕運機の操作および注

意事項の説明を受け、訓練開始！ 

最初は耕運機のエンジンを始動。左手でレバーを

押さえ、右手でエンジンを回すハンドルを勢いよく回

し、動き出したら左手を離し、同時に右手でハンドル

を外すとドッドットトトト・・・とエンジンが始動。皆が交

代で数回挑戦しましたが、エンジンは知らん顔。これ

では訓練が出来ないので日暮先生が「エィ！」と一回

でエンジンを始動、皆で拍手！ 

訓練は「ふれあい通りの畑」で実施。交代で先生に

指導を受けながら耕運機を操作しながら畑を耕し。最

初は緊張して身体に力が入り思うように操作が出来

ず、一往復すると「あ～疲れた・・・」。訓練を重ねてい

くうちに力も抜け少しずつ上達し同畑の耕し完了。 

まだ力が余っていたので「根戸城址下の手前の

畑」と「田んぼ隣の畑」も耕し完了。 

最後に先生から「仮免許証」の承認を得たので、次

回は「本免許証」の取得に向けてがんばりまーす。 

                        （桐石 記） 

活動３ 田畑整備チームの初活

活動５ 「日本蜂蜜の養蜂について」説明会 

活動４ 竹炭焼きの報告 

 昨年 12 月 24 日に竹の伐採と裁断、１月に入り乾燥と材料作りを行い、２月８日に竹炭

焼き、翌９日午後に窯出しを行って、今年の竹炭焼きを終えました。 昨年10回も焼いて 

大量の在庫があり、今年は炭焼きなしとの考えもありましたが、技術の伝承という観点か

ら特に師匠の鈴木健弘さんにお願いして、農教室１年生を中心に取り組みました。 参加

者は 10 名（延べ 27 名）でした。 炭焼き当日は、朝８時から作業を開始しましたが、排煙

装置のセッティングや詰込作業に時間を要し、点火は 10 時で、終了は 18 時でした。 

準備作業をはじめ、空気調整や閉鎖のタイミングは、鈴木さんの経験則に頼りっきりで、 

どこまで伝承できたか心許ない限りです。 翌日窯を開けるまで心配でしたが、一応合格

点との師匠の講評に一同歓喜しました。来年も宜しくお願いします。    （鴫谷 記） 
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２月１１日（日）、晴れ、参加者数：２６名 

 

トラストサロン「日本蜜蜂の養蜂について」

が、けやきプラザで開かれました。定員20名

を超える参加があり、用意した資料が足りな

くなるほどでした。  

私が講師をつとめましたが、養蜂歴はわ

ずかに 2 年、皆さんにお話しすることのほと

んどは本やネットからの借り物です。どうなる

ことかと思いましたが皆さんたいへん熱心に

聞いてくださり、楽しいサロンになりました。  

サロン終了後、養蜂部会に参加される方

に残っていただき、今後の活動について相談

しました。第1回の部会は18日、みんなで巣

箱を作ることにしました。 

18 日、あいにくの雨のなかで巣箱作りで

す。男性会員は寺田さん、鈴木さんを中心と

して仕事をどんどんかたづけていきます。手

持ちぶさたな私は、雨上がりの青空の下、女

性会員をエスコートして巣箱の設置場所を探

しました。見晴らし山とみかん山によさそうな

ところがありました。 

昼は女性会員に作っていただいたうど

んに舌鼓をうち、夕方まで作業した結果、6

個の巣箱がほぼできあがりました。3 月 6

日に仕上げ、16 日の定例会で設置作業を

行います。はたしてミツバチは入居してく

れるでしょうか？ 

               （富沢 記）     
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活動 ５ 樹林地管理：シデの木伐採・ハス田施肥 

２月２０日（日）、曇り、 参加者：２０名 

 

原田さんから、今日の作業内容の説明があり、ハ

ス田への施肥とみかん山のけや木伐採の二手にわ

かれ作業を行った。 

みかん山のシデの木伐採では、木に梯子が掛けら

れ、寺田さんと鈴木さんの息あった調子で、木が民

家に倒れないようにロープや滑車を使って、木を倒

す方向を正確に決定していく。いざ、伐採の方向が

決定後、鈴木さんが木の幹を電気ノコギリで深く切

口をいれる。木は、次第にぼきぼきという音と共に、

地面に崩れ落ちていく。周りの人達から、歓声があ

がり、木は、地面にたたき付けられた。 今まで、こ

の空間にそびえていたものが一瞬のうちになくなり、

ぽっかりとした空間があき、なんともいえない感情が

こみ上げてくるのを感じた。 

木伐採用器具としては、電気ノコギリ（４台）、滑車

（２個）、長い太めのロープ（１本）、梯子（２台）等が

使用された。 

一方、ハス田では、２月２日にハスの枯れた茎を

刈った状態のハス田に一輪車で運んだ肥料（１袋）

を万遍なく撒いた。 これで今年も淡いピンク色の美

しいが花が咲くことでしょう。 

                     （浅妻/田原 記） 

                      


